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第4 5 回岩手県俳人協会総会・新年俳句会終了 

・・・講師に吉田千嘉子本部幹事・新年俳句会賞は古川和子氏・・・ 

新年度を迎えて 会長 白演 一羊 

会員の皆様におかれましては、御健吟のことと存じます。 

新型コロナウイルスの問題が起きてから一年が過ぎましたが、未だに解決の見通しは立っておりませ 

ん。昨年はほとんどの俳句大会が中止となってしまい、今年の開催も危ぶまれる状況です。 

そのような中、 1月23 日（土）に岩手県俳人協会の総会をホテルメトロポリタン盛岡ニューウィン 

グにて開催し、新年度の事業計画・予算を承認していただきました。今年は東北大会が岩手で開催され 

る予定となっておりますが、その実施についても承認いただきました。どのような形で実施すべきかに 

ついては、アンケートで東北各県の希望を把握した上、役員会で検討した結果、紙上句会での開催と決 

定いたしました。変則的な開催方法となりますが、ご理解ご協力をお願いいたします。 

いずれにしましても、この状況の中、岩手の俳句活動が途切れることのないように、努力したいと思 

いますので、会員の皆様のお力添えをよろしくお願いいたします。 

昨年度は、11名もの新会員をお迎えできました。声を掛ければ入会してくださる方が、身近にいらっ 

しやるかもしれません。ぜひ、積極的なお声掛けをお願いしたいと思います。 

くれぐれもご健康に留意なさりながら、今年も俳句を良き伴侶としてお過ごしください。 

◇令和3年度岩手県俳人協会事業予定 

―◇第45回総会・新年俳句会（実施済み） 

I ・期日 令和3年1月23 日（土） 

~◇会員作品集発行（第43集） 

！ ・令和4年1月1日発行予定 ・会員自選10句掲載 

― ・会員に1部配布（一般頒布1,000 円） 

I ◇俳句普及事業の推進 

ー ~ ・公民館等の「俳句講座」への講師派遣 

i ・公民館等への講師派遣事業の拡大、案内 他 

」 ※講師派遣のご希望がある場合は、お早めに、普及部長及川永心（019-645-2418) 

」 または、事務局二階堂光江（019-661-4816）宛ご相談下さい。 

！◇第32回（公社）俳人協会東北俳句大会・岩手大会の開催（紙上句会 2ページ参照） 

＊今年度は東北俳句大会・岩手大会開催のため、鍛錬会は実施しません。 

◇令和3年度新会員の推薦について 

新しい会員の推薦を受付いたします。同封の会員推薦要領をご覧いただき、『会員推薦書』用紙に記 

載の上、事務局宛送付下さい。(3月20 日締切） ＊本人の了解を必ず頂いて下さい。 

◇令和2年度会費納入のお願い 

・年会費 6,000 円 ＊同封の振込用紙で3月中の納入をお願いいたします。 

＊振込料は各自負担となります。よろしくお願いします。 

(1) 



◇第32回（公社）俳人協会東北俳句大会・岩手大会は、紙上句会として開催 

第32回東」即F句大会・岩手大会は、今年9月の開催を目指しておりましたが、新型コロナ感染の終息を見】 

通せない状況を鑑み、昨年と同様、紙上句会として開催することにいたしました。たくさんの投句が集まり充~ 

実した大会になりますよう皆様のご協力を賜りたく、よろしくお願い申し上げます。 

＜第32回東北俳句大会・岩手大会（紙上句会）> 

1、投 句 〇2句I組（雑詠・未発表。一人何組でも可） 

〇投句料 1組につき1,000円 （大会案内に同封の振込用紙にて送金） 

〇投句締切 令和3年5月31日（月） 〇投句先 岩手県俳人協会事務局 

2、選 者 本部選者・東北各県選者 

3、入選発表 入選作品集を作成し、9月末までに各投句者へ送不」一 

4、表 彰 大会賞・選者特選賞の方々に賞品を送付」 

＊大会案内・投句用紙等は、3月末までに発送の予定です。もうしばらくお待ち下さい。 
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◇盛岡市立図書館新春俳句会入選作品（持ち回り選考） 
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◇第28回雑草園祭 

〇期日 4月25 日（日） 〇会場 日本現代詩歌文学館 〇受付 9 : 3 0' -

〇当日句 11 : 00締切（詩歌の森公園・雑草園の嘱目雑詠2句） 〇開会 11 : 05 

〇参加料 1,000 円（昼食各自） 

〇記念講演 講師 小畑柚流先生（『樹氷』『天為』 同人） 

演題 「岩手夏草会の回顧」 

〇募集句 3月1日締切（冬季・春季雑詠2句1組1,000 円 小為替で同時送金 何組でも可） 

＊投句先 〒024-0032 北上市川岸4 一4一13菅原典子方「第28回雑草園祭」事務局宛 

◇第63回啄木祭全国俳句大会 

〇期日5月9 日（日） 〇会場 渋民公民館大会議室（盛岡市渋民文化会館内） 

〇当日句 11 : 00締切（当季雑詠2句 ただし春季・啄木忌も可） 〇開会 12 : 00 

〇募集句 3月末日締切（当季雑詠2句1組1,000 円 小為替等で同時送金 

未発表 何組でも可） 

＊投句先 〒020-086 1 盛岡市仙北2丁目28一50石津利男方「啄木祭全国俳句大会事務局」宛 

◇岩手県俳句連盟通常総会・県下俳句大会 

〇期日 6月13 日（日） 〇会場 岩手県公会堂（盛岡市内丸） 

〇受付 9 】 30～ 〇総会 10 : 30 ~ 

〇第40回岩手県下俳句大会 

①当日句 11 : 00締切（当季雑詠3句） 参加料1,500 円（昼食各自） 

②事前投句 4月20 日（火）締切（当季雑詠2句1組1,000 円 定額小為替で同時送金 

何組でも可） 

＊送付先 〒028-4302岩手郡岩手町大坊2一34一8山口園男方 

「第40回県下俳句大会募集句係」宛 

☆お知らせ 

〇令和2年度岩手県俳人協会会員作品集（第42号）を1冊1,000 円で販売しております。またこ 

れまでの作品集もいくらか残っておりますので、ご入用の方は事務局までご連絡下さい。 

事務局; 0l9 -661 一4816 二階堂光江 

(4) 


